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写真1 水路実験装置とそれを観察する子供たち．

1．実験の概要

地質調査総合センターでは，産総研の一般公開の
ときに，所属する研究者が工夫を凝らした実験を行
っている．7月25日に行われた2009年の一般公開で
は，「水路に砂を流してつくばの地形をつくろう！」とい
うタイトルで，水路実験を行った．この実験は，川の
流れと地形を知ってもらうために行った実験で，当初
一般公開や地質情報展など一部のイベント時に行っ
ていたものである（目代ほか, 2006）．2008年には，新
しい水路を作成し，地質標本館に来られる小学校の
団体などにも見ていただき好評を得ている（澤田ほ
か, 2009）．水路実験では川から海に出たところで堆
積が進行し，三角州ができる様子を観察できる．ま
た，水深を変えることができるように作られており，海
水準が低下したときに段丘が形成される様子を観察
できる．この水路については澤田ほか（2009）に詳し
く紹介されている．

つくばの街は平野の中にあるが，川の周りの田ん

ぼなどの「低地」と，一段高く住宅などが広がる「台
地」にわかれている．透明な水路を使った実験で，段
差のある平野ができる様子を再現し，これを見なが
らつくばの台地と低地のできた様子を解説した．

夏休みの初めとはいえ当日は大変暑く，透明な水
路に水が流れているだけで涼感が味わえる実験で，
それだけで足を止める方が多かった．また，小さなお
子さんはつい手を出して堆積構造を乱すこともあった
が，楽しく観察していたようである（写真1）．

2．フィールドノート

当日産総研の一般公開に来られた方は，地質に興
味がある方だけではないが，第7事業所の周辺は地
質関係の実験・ツアーが集まっていることもあり地質
に興味のある方が多かったようである．今回の一般
公開では地質関係有志のブースで「ジオ ドクトル
2009」という企画を行い，今回の水路実験も加わっ
た．その一課題として「フィールドノート」と称するワー
クシートを当ブースでも用意した（住田ほか, 2010）．
ワークシートの左には，実験の概要を解説した説明を
書き，持ち帰ってもらうことで何を見たかを思い出し
てもらうことを期待した（第1図）．問題は，砂がたまる
場所を聞く設問，実験のスケッチと，それを現在のつ
くば周辺の地形に当てはめるとどこにあたるかを聞い
た．もちろん実験を見て解説で話す内容ではあるが，
それを自分でメモすることで教育効果を期待した．

3．ワークシートの反応

実験は地質標本館と研究本館の間で行った．残念
なことに，この場所は非常に風が強く，展示ボードが
倒れかかり，ワークシートは少し油断すると飛ばされ
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第1図　
当日配布したフィールドノー
ト．左半分はそこで観察し
てほしいことをメモできる
ようにし，右半分に持ち帰
って中身を思い出すことが
できるように工夫した．

る状況であった．解説に夢中になり，ワークシートを
配布されなかった方も大勢いた．ワークシートを配布
されても，なかなかメモするまでに及ばなかった方も
いた．一般公開では多くの実験が出展され，なかな
かすべてを見て回ることはできないが，少しでも多く
の実験を見て，先端技術に触れてもらいたいもので
ある．その点で今回スケッチをとるところは時間をと
られること，周りの友達に見られることの恥ずかしさ
などから敬遠され気味であった．しかし，かなりの時
間をかけて実験を見ていただき，それをメモしていか
れた方もいた（写真1）．

水路実験を見て，三角州や段丘・台地と低地の形
成について話をした．今回ワークシートを埋めるため
もあって，後に展示していたつくばの地質図とその関
係について説明が進み，より深く理解していただくの
に結び付いたと思われる．産総研へ来るときに通る
坂や，つくばエキスプレス線の高架になっているとこ
ろと地下になっているところの境が，台地と低地の境
になっており，そういう自分の体験と，台地と低地が
川の流れでできるという実験とが重なったときに，子
供も大人も関係なく感嘆の声があがった．お帰りの
ときにそのようなことを思い出しながら風景を眺めて
いただければと思う．

4．終わりに

今回は，イベント時に行っている水路実験ではある
が，ジオドクトルの企画にのってワークシートを付けて
反応を見た．今回のワークシートでは簡単な設問とス
ケッチをとることを要求した．ワークシートは，一般公
開であることを考えると単純に書いたり描けるものが
好まれる．また，多くの実験や観察をして帰るので一
過性になりがちであるが，ワークシートと簡単な解説
を持って帰っていただくことで，後で少しでも思い出
す機会が増えることを期待する．
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